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１ 目的 

大型クラゲの大量漂着は、これまでにも定置網漁業、底曳網漁業等に対して甚大な被害を与えてきた。大型ク

ラゲによる漁業被害を未然に防ぐことは漁業経営の安定のために不可欠であり、出現状況等の調査および出現情

報の配信が極めて重要である。そこで、本事業では、若狭湾周辺海域における出現状況について調査船による洋

上調査を行うとともに、県内の定置網・底曳網漁業者等からの情報を収集・整理し、漁業関係者に情報提供を行

った。 

 

２ 方法 

１）大型クラゲ分布調査 

 令和 5年 8月 21～22日、10月 17～18日に、図 1および表 1に示す St.1～11において調査船「福井丸（165

トン）」を使用して、大型クラゲの目視調査および LCネット（ニチモウ製、LC-100㎡クラゲ採集 No.4網）によ

る表層中層域の採集調査を実施した。調査日ごと定点ごとの調査方法は、表2のとおりである。なお、LCネット

の曳航船速は2ノット、曳航時間は10分とした。 
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○：係留系調査
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表２ 調査日別の調査定点および調査内容 

st.1 st.2 st.3 st.4 st.5 st.6 st.7 st.8 st.9 st.10 st.11
第1回調査 8月21日～22日 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第2回調査 10月17日～18日 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

調査定点番号

○：目視+ＣＴＤ　　●：目視+ＬＣネット曳+ＣＴＤ

調査日

 

２）県内における大型クラゲ出現情報の収集 

大型クラゲ大量発生時、最も被害を受けやすい福井県定置網漁業協会と福井県底曳網漁業協会ら漁業関係者か

ら、情報提供を受け、最新情報の収集・取りまとめを行った。 

図１ 調査船の洋上調査の実施個所（表１とリンク） 

表１ 図１の調査実施個所の緯度経度（世界測地系） 
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３）沿岸域定点における流向流速調査 

 定置網周辺の水温や流れを知ることを目的として、福井市鷹巣・越前町小樟・若狭町常神の各海域に敷設され

ている定置網の近傍（図 1および表 1に示す St.K-1～K-3）に、水温計および流向流速計を付帯した係留系を設

置し、5月から10月までのあいだモニタリング調査を実施した（表3）。 

 

 

調査地点 観測開始日 観測終了日

st.K-1 令和5年5月16日 令和5年10月25日

st.K-2 令和5年5月18日 令和5年10月18日

st.K-3 令和5年5月10日 令和5年10月24日  

 

４）情報の配信 

調査船による調査結果および県内漁業関係者から得た情報や、全国・隣府県から受けた出現情報は、県内漁業

関係者（県漁連、県定置網漁業協会、県底曳網漁業協会、沿海漁協、沿海市町等）にはファックスおよびＨＰで

「大型クラゲ情報」として速報するとともに、月1回発行する水試機関紙「海の情報 水試だより」にも記載した。

さらに、日本海区水産研究所および漁業情報サービスセンターに情報を提供した。 

 

３ 結果 

１）大型クラゲ分布調査 

結果を表4に示した。目視、LCネット、いずれの調査においても、大型クラゲは確認されなかった。 

 

表４ 調査結果 

st.1 st.2 st.3 st.4 st.5 st.6 st.7 st.8 st.9 st.10 st.11
大型クラゲ確認数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
調査地点水深（m） 124 230 272 289 162 245 250 97 92 113 202
大型クラゲ確認数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
調査地点水深（m） 121 204 274 293 160 246 246 103 89 114 205

st.番号

8月21～22日

10月17～18日
調査日

 

 

２）県内における大型クラゲ出現情報の収集 

 福井県内の定置網と底曳網で、大型クラゲは確認されなかった。 

 

３）沿岸域定点における流向流速調査 

 福井市鷹巣および越前町小樟、若狭町常神に設置されている定置網近傍の海域（表1 st.K-1～3）において係

留観測を行った。係留系にて測定した流速観測結果を図2～4に示す。 

st.K-1においては7月13日～16日、7月28日～8月5日、9月10日～11日に、st.K-2においては7月14日～

17日に1ノットを超す流れが連続して観測された。 

 

 

表３ 定置係留観測の継続期間 

 

 

図２ st.K-1における流向流速時系列（水深10ｍ） 
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４）情報の配信 

「大型クラゲ情報」として8月22日および10月18日の計2回（表5）、さらに、月1回発行する水試機関紙

「水試だより」第94号（6月30日発行）、95号（7月26日発行）、96号（8月30日発行）および97号（10月4

日発行）にクラゲ情報を掲載し（表6）、合わせて6回の情報提供を行った。 

 

番号 発信年月日 発信情報

第1号 令和5年8月22日

・令和5年8月21日から22日にかけて、水産試験場調査船「福井丸」で京都府県境
および若狭湾内の下記の海域（図1）において大型クラゲ中層ネット採捕および目
視による分布調査を行ったところ、大型クラゲは確認されませんでした。

第2号 令和5年10月18日

・令和5年10月17日から18日にかけて、水産試験場調査船「福井丸」で京都府県境
および若狭湾内の下記の海域（図1）において大型クラゲ中層ネット採捕および目
視による分布調査を行ったところ、大型クラゲは確認されませんでした。  

表６ 「水試だより」による大型クラゲ情報（抜粋） 

番号 発信年月日 発信情報

第94号 令和5年6月30日

・長崎県での初確認は2018～2021年は6月、2022年は7月でしたが、今年はまだ確認されてお
りません。福井県での確認情報も今のところありませんが、引き続き大型クラゲの動向を注
視していきます。

第95号 令和5年7月26日

・6月29日に長崎県の定置網で今年初の確認があり、7月17までに合計4個体の入網が確認され
ています。尚、長崎県の定置網で昨年同時期までの合計入網数は約70個体です。福井県での
確認情報は今のところありませんが、引き続き大型クラゲの動向に注視していきます。

第96号 令和5年8月30日

・8月21日～22日にかけて長崎県対馬の定置網で3個体（傘径30～80㎝）の入網が確認されて
います。福井県での確認情報は今のところありませんが、引き続き大型クラゲの動向に注視
していきます。

第97号 令和5年10月4日

・9月9日～18日にかけて長崎県対馬の定置網で合計11個体（傘径30～50㎝）の入網が確認さ
れています。福井県での確認情報は今のところありませんが、引き続き大型クラゲの動向に
注視していきます。

 

表５ クラゲ情報（水産試験場）による発信情報（抜粋） 

図３ st.K-2における流向流速時系列（水深10ｍ） 

図４ st.K-3における流向流速時系列（水深10ｍ） 
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